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三次元造形機

三次元データを水平面で輪切りにした断面データを自動作成し、断面データに合わせて熱溶解した樹脂を積
層して立体物を作製する装置（３Ｄプリンター）。手間をかけずに試作、見本製作が可能である。
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4 23H 26年1月 19 0 14 5 127

H 26年2月 8 0 10 3 38 0 1 14

H 26年3月 8 0 8 5 16 0 1 14

H 26年4月 15 0 20 7 77 0 2 29

H 26年5月 16 0 22 7 127 0 3 32

H 26年6月 17 0 20 11 138 0 3 34

H 26年7月 9 0 2 4 44 0 2 8

196 0

H 26年8月 10 0 9 2 39

107 0

0 6 17

H 26年9月 21 0 8 10

100 0 3

7 25

H 26年10月 15 0 7 7

13 0 4

6 20

H 26年11月 17 0 5 7

利用状況

・造形品の強度が高いので、機能検証にも使用できてよい。
・切削加工機（削り出し）に比べて取り扱いが簡単で、安く加工ができる。
・金型の修正回数を減らせるので、時間とコストが削減できてよい。
・ナイロン、セラミックスなど他の材料にも対応してほしい。

http://ringring-keirin.jp/shinsei/document/list/kikai/h25/pdf/25-027koho.pdf
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http://ringring-keirin.jp/shinsei/document/list/kikai/h25/pdf/25-027koho.pdf
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